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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は毎木調査にあたり胸高直径が括約測定されるために生 じる誤差の様相を, 理論的ならびに実証
的に考察 したものであって 4 章からなっている｡
第 1章は概説で括約誤差を定義すとともに, その特性について論述 している｡
第 2 章は理論的考察であり, 理論的な本数分配分曲線を想定 し, それらの場合に生じる直径括約誤差な
らびに断面積括約誤差を確率的に計算 している｡ ここに理論的な本数分配曲線としてとりあげられたのは,
一様分布, 正規分布および H . A . M eyer による択伐林型分布の 3 種である｡
本数分配が上のような分布曲線にしたがっていると仮定 した場合の任意の 1本の樹幹において生 じる括






12 (ただ L a は括約幅)
なる正規分布にしたがうことを立証 している｡
よ- て総直径括約誤差は99% の信頼度で E (p )一昔 V'紺 と E (p )･i√汀 とのあといだに
あることが期待される｡ なお平均値 E (〟) は本数分配によって異なり
一様分布にあっては E (〟) - 0
正規分布にあっては
E (p ) - 宣 塁lni (di-A )
M eyer の択伐林型分布にあ- ては E (〟) - 雪㌢ N
となる｡ ここに A は林分平均直径, q 2 は直径値の分散値, k は直径階の数, niおよび diはそれぞれ第
- 169 -
i 直径階の本数および階幅中央値を意味 し, また αは M eyer による分布関数の常数である｡

















とのあいだにあることが期待され, それとともに平均値 E (〟) は本数分配によって異なり
一様分布にあっては E (u) - - N ･ 憲
正規分布にあ- ては E (y) -蛋 ;= l ni･d i ( d i-A ) -N ･ 憲
k
2 4 i- 1
であることを明らかにしている｡
第 3 茸は実証的考察であるが人工造林地 4 か所と天然生林地 2 か師 .こ試験地を設定 し, そのなかの各樹
幹の直径値を 0.01cm の位まで求めて真値とみなした｡ なおそれを括約 した場合に生 じる括約誤差を計算
して前章における理論値と比較している｡ その結果人工造林地にあってほその本数分配が一般に正規分布
に近いために, それらの括約誤差は正規分布を想定 して計算された理論値とほぼ一致すること, 天然生林
分においてほ本数分配が一様分布を想定 して算出された理論値とおおむね一致することを確認した｡
第 4 葦は総括的考察であり, 括約誤差率は括約幅が大きくなるとともに大きくなること, 調査面積が,
したがって測定本数が増大するとともにそれが小さくなること, また平均直径の大きい林分ほど小さくな
ることを明らかにし, 一般の毎木調査においては括約幅が 5cm 以下であれば括約による誤差をほとんど
考慮する必要がないと結論 している｡
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